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国
府
は
、
栃
木
市
の
東
方
を
南
流
す
る
思
川
の
右
岸
沖
積
低
地
に
所在していた。調査前の国府景観のイメージは、｜｜｜｜□わば宮
都
の
縮
小
型
と
し
て
復
元
推
定
さ
れ
て
い
た
周
防
国
衙
の
よ
う
な
遣
栃
木
県
栃
木
市
に
所
在
す
る
古
代
の
国
府
跡
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
遺
跡
・
遺
構
と
文
字
資
料
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
ま
た
、
文
字
資
料
を
読
み
解
く
た
め
の
関
連
遺
跡
や
遺
物
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
文
化
財
と
し
て
の
資
（
史
）
料
の
保
護
に
つ
い
て
考
え
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
法
政
史
学
第
五
十
八
号
下
野
国
府
と
文
字
資
料
は
じ
め
に
下
野
国
府
跡
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
発
掘
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
政
庁
や
官
衙
、
倉
庫
、
建
物
群
の
区
画
溝
、
道
路
跡
な
ど
か
ら
想
定
さ
れ
た
景
観
は
、
事
前
の
予
想
を
覆
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
姿
は
、
京
の
よ
う
な
方
格
地
割
（
条
坊
）
の
中
に
役
所
建
物
が
整
然
と
配
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
政
庁
を
中
心
に
他
の
役
所
群
や
道
路
、
施
設
を
区
画
す
る
溝
な
ど
を
計
画
的
に
配
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
遺
跡
の
年
代
は
八
世
紀
の
前
半
か
ら
十
世
紀
代
に
及
び
、
政
庁
は
四
期
の
変
遷
を
経
て
い
た
。
文
字
資
料
は
、
政
庁
Ｉ
～
Ⅲ
期
に
属
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
漆
紙
文
書
が
八
世
紀
後
半
（
Ⅱ
期
）
と
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
代
（
Ⅳ
期
）
、
木
簡
・
文
字
瓦
は
八
世
紀
代
（
Ｉ
．
Ⅱ
期
）
、
墨
書
土
器
は
八
世
紀
～
九
世
紀
（
Ⅱ
～
Ⅲ
期
）
の
資
料
と
み
な
さ
れ
た
。
資
料
の
出
土
地
区
と
遺
構
の
概
略
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
ヒヒ、
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木
簡
を
出
土
し
た
溝
（
Ｉ
期
）
は
、
政
庁
の
前
面
を
南
西
方
に
向
い
、
約
一
町
半
（
一
六
二
メ
ー
ト
ル
）
の
地
点
で
南
折
す
る
。
幅
は
約
六
メ
ー
ト
ル
。
政
庁
造
営
期
に
開
鑿
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
国
府
創
建
期
か
ら
Ｉ
期
に
わ
た
る
遺
跡
の
情
報
が
読
み
取
れ
る
溝
で
あ
る
。
第
七
図
木
簡
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
政
庁
の
西
隣
区
（
第
五
図
）
に
は
、
多
数
の
士
坑
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
士
坑
の
大
部
分
は
、
Ⅱ
期
政
庁
焼
失
時
の
整
地
士
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
士
坑
二
八
号
）
の
最
も
古
い
も
の
は
Ｉ
期
に
掘
り
こ
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
士
坑
も
Ⅱ
期
の
ゴ
ミ
穴
と
重
複
し
て
い
た。特
に
多
量
の
木
簡
削
屑
が
出
士
し
た
の
は
、
｜
｜
号
、
一
三
号
、
一
一
三
号
士
坑
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
政
庁
地
区
で
使
用
し
た
木
簡
（
削
屑
）
を
ま
と
め
て
廃
棄
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
ゴ
ミ
穴
で
あ
ろ
う
。
漆
紙
文
書
は
、
二
号
士
坑
な
ど
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
木
簡
と
木
簡
は
政
庁
に
西
隣
す
る
士
坑
群
と
政
庁
Ｉ
期
の
大
規
模
な
溝
、
墨
書
土
器
と
文
字
瓦
が
政
庁
地
区
と
国
府
域
内
、
漆
紙
文
書
は
政
庁
周
辺
の
士
坑
と
Ⅳ
期
官
衙
地
区
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
下
野
国
府
と
文
字
資
料
（
田
熊
）
二
文
字
資
料
の
主
な
出
土
地
区
と
遺
構
１
木
簡
・
漆
紙
文
書
２
墨
書
土
器
土
器
に
墨
書
し
た
資
料
は
、
国
府
内
の
各
調
査
地
区
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
が
遺
存
し
に
く
い
資
料
で
あ
り
、
良
好
な
保
存
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
地
区
か
ら
確
認
さ
れ
る
遺
物
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
て
も
、
墨
書
土
器
が
国
府
内
で
広
範
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
墨
書
土
器
は
、
使
用
地
区
と
密
接
に
関
わ
っ
た
文
字
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
政
庁
地
区
か
ら
は
「
国
厨
、
国
厨
氷
、
塩
屋
（
郡
名
）
」
、
ま
た
政
庁南方約一一一町（’一三四メートル）の掘立柱塀で区画された
地
区
か
ら
は
国
司
の
「
介
、
介
館
」
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
遺
構
の
状
況
（
建
物
群
の
配
置
や
変
遷
）
か
ら
推
察
さ
れ
る
性
格
を
補
強
す
る
資
料
で
も
あ
る
。
政
庁
の
北
方
地
区
で
は
、
「
他
殿
、
薬
升
」
と
記
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
十
世
紀
代
の
土
器
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
墨
書
土
器
が
、
何
時
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
の
共
伴
資
料
で
も
あ
る
。
文
書
は
、
漆
付
着
面
を
内
側
に
折
り
畳
み
整
地
土
中
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
年
紀
を
残
す
資
料
は
、
木
簡
と
漆
紙
文
書
の
廃
棄
ま
で
の
経
過
を
推
察
さ
せ
る
手
掛
か
り
と
な
る
。
木
簡
の
出
土
状
態
は
、
削
屑
が
密
着
重
層
し
た
状
況
で
あ
っ
た
。
資
料
水
洗
い
後
に
接
合
し
た
削
屑
も
あ
り
、
一
括
し
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
￣
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３
文
字
瓦
文
字
瓦
は
、
主
に
瓦
葺
き
の
殿
舎
が
推
定
さ
れ
る
地
区
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
瓦
は
堅
繊
硬
質
に
焼
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
ま
で
よ
く
遺
存
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
元
々
の
使
用
場
所
を
離
れ
ての出土も多い。
国
府
内
で
確
実
に
瓦
葺
殿
舎
が
造
営
さ
れ
て
い
た
の
は
、
政
庁
で
あ
る
。
こ
の
地
区
か
ら
出
土
し
た
文
字
瓦
は
、
政
庁
Ⅱ
期
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
建
物
群
の
他
で
は
、
倉
庫
群
を
確
認
し
た
政
庁
北
方
地
区
や
政
庁
の
東
方
地
区
か
ら
も
出
士
し
て
い
る
。
文
字
の
意
味
と
国
府
の
関
係
は
薄
い
が
、
国
内
の
造
寺
と
文
字
瓦
、
ひ
い
て
は
造
瓦
と
そ
の
生
産
体
制
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
下
野
国
府
の
建
物
に
葺
く
た
め
に
文
字
瓦
が
案
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
構
群
の
性
格
が
判
明
す
る
機
会
の
多
い
官
衙
の
場
合
、
墨
書
土
器
の
分
析
と
と
も
に
、
出
土
遺
構
の
精
査
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い○ なっ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
経
過
で
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
か
、
廃
棄
時
に
特
定
の
理
由
が
見
い
だ
せ
る
の
か
、
墨
書
さ
れ
て
い
な
い
膨
大
な
量
の
出
土
土
器
と
の
比
較
検
討
が
求
め
ら
れ
フ（〕○下
野
国
府
と
文
字
資
料
（
田
熊
）
１
木
簡
・
漆
紙
文
書
木
簡
の
多
く
は
、
国
内
の
物
品
の
生
産
と
収
取
、
国
府
で
の
管
理
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
府
や
国
内
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
祀・寺院運営の状況を記録する木簡も認められる。
こ
れ
ま
で
の
木
簡
研
究
で
は
、
文
字
の
解
釈
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
木
簡
そ
の
も
の
を
遺
物
と
し
て
扱
う
方
法
の
検
討
が
や
や
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
感
が
あ
る
。
木
簡
の
形
態
が
分
類
さ
れ
た
状
態
で
研
究
は
停
滞
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。
木
簡
に
は
、
多
様
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
府
跡
に
見
ら
れ
る
文
字
資
料
は
、
出
土
遺
構
の
性
格
と
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
古
代
下
野
国
の
遺
跡
の
理
解
を
抜
き
に
し
て
は
資
料
の
全
体
像
は
把
握
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
文
字
資
料
の
も
つ
一
一
、
三
の
特
徴
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
下
野
国
内
の
遺
跡
や
遺
物
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
資
料
と
み
な
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
略
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
国
府
か
ら
出
土
す
る
文
字
瓦
は
、
国
府
や
国
府
内
の
施
設
名
を
記
録
す
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
同
種
の
文
字
瓦
を
多
く
使
用
す
る
関
連
遺
跡
と
の
比
較
資
料
と
し
て
は
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
三
文
字
資
料
に
つ
い
て
■■■■■■■■■■■■
五
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形
態
分
類
の
段
階
で
は
、
木
簡
の
資
料
と
し
て
の
報
告
の
多
く
は
代
表
的
な
木
簡
の
実
測
図
の
提
示
と
写
真
に
よ
る
報
告
に
と
ど
ま
っ
ていた。
近
年
の
研
究
は
、
木
簡
の
製
作
か
ら
使
用
、
廃
棄
に
い
た
る
ま
で
の
言
わ
ば
「
木
簡
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
を
復
元
す
る
方
向
に
深
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
木
簡
の
報
告
も
良
好
な
遺
存
状
態
の
資
料
図
化
に
加
え
て
、
削
屑
に
至
る
ま
で
図
示
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
成
果
の
代
表
的
な
事
例
は
、
木
簡
廃
棄
時
の
折
損
、
割
裁
、
切
り
取
り
な
ど
の
観
察
か
ら
文
書
と
し
て
の
木
簡
の
使
用
・
廃
棄
問
題
を
究
明
し
た
成
果
で
あ
り
、
ま
た
文
字
が
記
さ
れ
る
場
合
が
少
な
い
木
製
品
に
ま
で
注
意
（
例
、
封
絨
木
簡
）
が
及
ぼ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
国
府
出
土
の
木
簡
の
大
部
分
は
削
屑
で
あ
る
が
、
廃
棄
時
の
削
屑
の
ほ
ぼ
全
点
を
採
取
し
て
い
る
の
で
、
割
裁
さ
れ
た
木
簡
と
削
屑
に
見
え
る
墨
書
内
容
の
違
い
の
検
討
、
削
り
手
法
に
よ
る
木
簡
作
成
・
使
用
者
（
利
き
手
の
違
い
と
削
屑
の
形
状
の
対
応
）
の
類
推
な
ど
新
た
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
と
遺
跡
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
七
図
に
示
し
た
文
書
木
簡
を
一
例
と
し
て
と
り
あ
げ
て
お
こ
う
。
こ
の
木
簡
は
、
平
川
南
氏
の
研
究
に
よ
り
下
野
国
都
可
（
都
賀
）
郷
か
ら
藤
一
荷
が
国
府
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
、
裏
面
に
は
受
取
り
の
法
政
史
学
第
五
十
八
号
後
に
返
抄
と
し
て
木
簡
が
利
用
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
木
簡
は
郡
家
を
経
由
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
国
府
の
近
傍
に
都
賀
郡
家
の
所
在
が
類
推
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
出
土
遺
構
は
、
国
府
の
造
営
期
か
ら
機
能
し
て
い
た
Ｉ
期
の
溝
で
あ
り
、
国
府
内
で
廃
棄
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
文
字
は
、
表
面
に
大
き
く
「
都
可
□
進
藤
一
荷
□
」
ま
で
が
書
か
［練力］
れ
、
｜
裏
面
に
や
や
萎
縮
し
た
堅
い
運
筆
で
「
検
領
□
所
返
抄
郡
雑
器
所
申
送
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
器
所
の
左
側
に
墨
線
が
見
え
る
。
文
字
細
部
を
眺
め
る
と
、
表
面
都
可
に
続
く
文
字
は
、
こ
れ
ま
で
郷
字
と
判
読
さ
れ
て
き
た
が
、
字
形
か
ら
は
郡
字
と
読
め
る
可
能
性
が
高
い
。
裏
面
の
墨
線
は
、
中
央
文
字
部
分
を
避
け
て
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
文
字
記
入
後
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が分かる。
こ
の
よ
う
に
釈
文
を
比
定
し
て
み
る
と
、
都
賀
郡
か
ら
藤
一
荷
が
国
府
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
裏
面
に
は
国
府
或
い
は
郡
家
で
藤
が
検
領
さ
れ
若
し
く
は
国
府
の
藤
所
で
検
領
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
国
府
、
或
い
は
郡
家
の
い
ず
れ
か
で
返
抄
と
書
き
と
ど
め
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
郡
雑
器
所
か
ら
国
府
に
こ
の
物
品
（
木
簡
）
が
申
送
さ
れ
た
と
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
合
点
様
の
墨
線
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
二
案
の
釈
読
解
釈
を
一一ハ
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法
政
史
学
第
五
十
八
号
併記したが、説明の詳細は省かざるえない。
しかし、このように文意が読み取れるとすれば、少なく
ともこの木簡は、郡家で表面に送り状としての事書きにあ
たる文字が表記され、裏面には郡家或いは国府いずれかで
の楡領、返抄の経過が墨書されていたことになる。仮に、
楡領から返抄までが国府での墨書と読めば、表面と裏面下
半の文字は郡家での記載であり、国府で藤一荷の勘検が行
われ合点を付して、木簡を返抄としたことになる。この木
簡は、国府で物品が受領されたので用済みとなり、国府内
で廃棄されたと解釈することも可能であると考えてみた。
｜枚の木簡ではあるが、郡家からの物品の進上とその経
緯、及び国府での物品受納の状況を如実に示す好資料であ
り、木簡が作成されてから廃棄されるまでの推移が判明す
る貴重な遺品であることは疑いない。
漆紙文書と遺跡との関係についてであるが、第一に廃棄
状況の検討からは、紙として使用された最終状況が窺える
のであり、士坑に捨てられるまでに政庁再建時に使用され
ていたことが推測されるのである。また、集落出土の漆紙
文書と比較すれば、紙としてどのような種類の文書が官衙
では利用されていたのか、集落にもたらされる紙（廃棄文
書）の特徴は何かなど、文書の作成から廃棄、再利用まで
２
文
字
瓦
瓦に文字が残された資料が、いわゆる文字瓦である。文
字を直接に瓦に刻字したもの、押印したもの、特定の文字
を瓦叩き締め板に彫り込み押捺したものなどの種類があ
る。瓦への墨書や朱書の事例は割愛する。
瓦に記された文字は、瓦の製作工程で施されているの
で、瓦が使用された遺跡と造瓦所との両者の関係が明らか
にされなければ、文字が記入された意義も解明することが
で
き
な
い
。
国府から出土している文字瓦は、二五六点である。記銘
方法の違いによって数えれば、叩き具によって押捺された
もの―○九点、印が五点、ヘラによって刻字されたもの｜
四二点であった。
国府跡出土の瓦類が約四万点であるので、文字瓦は一％
にもみたない。文字瓦の文字は、叩き具によるものが下野
国分寺跡出土の資料と同類の寺名や郡名が押捺されたもの
であり、刻字瓦は茂原・上神主遺跡に同品がある。
文字瓦の年代は、国分寺跡類品が同寺のＩ～Ⅱ期のも
の、刻字瓦は国分寺創建期頃のものである。
一八
の検討に新しい視点が開かれるように思う。
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遺
跡
出
土
の
文
字
資
料
は
、
関
連
遺
跡
や
遺
物
の
理
解
を
通
し
て
よ
り
正
確
な
釈
読
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
遺
跡
景
観
も
解
釈
の
手
助
け
と
な
る
。
資
（
史
）
料
の
み
が
文
化
財
で
は
な
い
。
歴
史
遺
産
全
体
を
見
渡
し
た
、
保
護
保
存
の
思
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
（
口
頭
報
告
で
掲
げ
た
参
考
文
献
は
割
愛
し
た
。
）
下
野
国
府
の
文
字
瓦
を
読
む
と
、
国
府
の
た
め
に
文
字
が
記
入
さ
れ
た
の
で
な
く
、
国
分
寺
建
立
に
際
し
て
の
造
瓦
供
給
体
制
が
国
府
へ
の
瓦
貢
納
に
も
利
用
さ
れ
た
結
果
、
国
府
に
そ
の
一
部
の
文
字
瓦
が
進
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
下
野
国
府
と
文
字
資
料
（
田
熊
）
む
す
び
に
か
え
て
一
九
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